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第一生命保険相互会社（社長  斎藤勝利）では、９月より役職員を対象とした安否確認システム

を導入します。

近年、強い地震や台風等による大規模な風水害等の災害が頻発しています。万一、大きな災害が

発生した場合、生命保険会社の責務として、現地における保険金・給付金の支払業務などの体制を

迅速に整える必要があります。また、被災地域に在住する職員の安否ならびに被害状況を確認し、

その状況によっては人員や物資など、被災地域への応援を検討することも考えられます。

このように、当社では、お客さま満足（ＣＳ）ならび職員満足（ＥＳ）の双方の観点において、

大災害発生に際しての迅速かつ適切な対応が必要であると考え、役職員を対象とした安否確認シス

テムを導入することを決定しました。

役職員を対象とした安否確認システムの導入について

＜災害発生時の安否確認のステップ＞

１．報告対象者への連絡

     災害が発生した場合、被災地域の役職員に対して、予め選定して登録してもらった携帯電話のメール

    アドレス、携帯電話等の連絡先あてに一斉に安否の報告要請を行なう。また、同時に出社要請や待機

    指示などの通知も可能である。

２．役職員からの会社への報告

     被災地域の役職員は、次の方法にて安否等の報告を行なう。なお、当社役職員が自ら報告できない

    状況にある際には、家族など代理の方が報告を行なうこともできる。

      報告項目：自身の安否、家族の安否、家屋の被害状況、出勤可否、伝言

   ・ＰＣまたは受信した携帯電話等のメールからＨＰにアクセス、または通話することで報告する。

   ・かかって来た安否確認報告要請の電話の音声ガイダンスにしたがい、番号ボタンを押すことに

     よって報告を行なう。

３．安否確認の集計と対策の通知

    役職員からの安否連絡は、災害対策本部や各所属等で報告内容を確認・集計できる。この結果を

   確認のうえ、当社からの指示や対応を職員あてに通知も可能。

４．家族間の連絡機能

      役職員はあらかじめパスワードを家族に知らせておくことで、災害時に離れた場所にいる家族と
     伝言機能を通じて連絡を取り合うこともできる。

（参考）



■安否確認システムの活用イメージ■安否確認システムの活用イメージ■安否確認システムの活用イメージ■安否確認システムの活用イメージ

ポケベル

PHS

一般電話
E-Mail

FAX携帯電話

伝言交換

○○です。無事です。
☆☆公民館にいます。

安否報告

被災地 職員被災地 職員被災地 職員被災地 職員災害対策本部災害対策本部災害対策本部災害対策本部

緊急通報・安否確認

掲示板（指示・通知）

出社可能な職員は、
明日9:00に出社して下さい。

防災責任者・担当者防災責任者・担当者防災責任者・担当者防災責任者・担当者 ②報告②報告②報告②報告

①通報①通報①通報①通報

③確③確③確③確
認認認認

【 リアルタイムで管下職員の安否状況確認 】

【 安否報告方法 】

② 受動報告
　受信通話、受信メールにあるブラウザから安否報告

① 能動報告
　自らシステムへ電話、ＰＣ／携帯ブラウザからアクセス

・自身の安否
・家族の安否
・家屋の被害状況
・出勤可否
・フリー報告（音声・文字）

職員、職員の家族が登録・確認可能

報告画面

 報告内容

受信メール
件名：緊急通報(678-2029-0)
○○○ ○○
2006/01/13 16:53:21
東京で震度６強の地震が発生しました。出
社可能な職員は明日９：００に出社してく
ださい。
また、下記ＵＲＬ・電話番号から安否登録
して下さい。

安否確認システム

③確認③確認③確認③確認

●総務部
●企画第一部
●企画第二部
●収益管理部
●ＩＴ企画部
●業務部
●代理店業務部
●法人業務部
●運用企画部
●不動産部
●事務企画部
●各支社

東京で震度６強の地震が
発生しました。出社可能
な職員は明日９：００に出
社してください。

別紙

   報告事項                                       音声ガイダンス内容
  

      本人

      家屋

  
      家族

      出社

本人の状況を教えてください。無事の場合は０、負傷している場合は１を
押して下さい。

家屋の状況を教えてください。無事の場合は０、一部倒壊の場合は１、倒
壊の場合は２を押して下さい。

家族の状況を教えてください。全員無事の場合は０、負傷者がいる場合は
１を押して下さい。

出社状況を教えてください。出社可能な場合は０、不可能な場合は１を押し
て下さい。


